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2018 年には 18 歳人口の減少幅が大きくなることから、「2018 年問題」などとも呼ばれ
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兵庫県と大阪府における私立高校の共学化の傾向を図示したのが図 1 と図 2 である。
1955 年から 2015 年まで 5 年ごとに、共学校数の推移を線で、女子校、男子校それぞれ
が直前の 5 年間に共学化した数の累計を棒で示している。いずれも、1990 年頃までは男
女別学が多かったのであるが、1990 年代に入ると共学化する学校が増加していき、2000
年代になるとさらに加速した。兵庫県における、2015 年の共学校数は、1990 年の 2 倍に
なり、私立高校 52 校中、共学校の割合は 44.2％
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となった。同じく大阪府では、2015 年における共学校数は 1990 年に比べて 2.5 倍近く





子大学 73 校中、66 校に併設高校があり（安東 2007，479-480 頁の資料 3 を基に再確
認）、かつては、併設の女子大学までの一貫教育、エスカレーター式の進学を売りにして
生徒募集をできていたものが、通用しなくなってきた。なぜなら、女子の 4 年制大学進
学率は大きく伸び（1990 年：15.2％、2000 年：31.5％、2016 年：48.2％）５、その進学
学問領域も、女子大学に多くあった人文系学部や家政系学部への進学から、社会科学系、
医療系、理科学系へと多様化し、共学志向が強くなっているからである。こうした現状に
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連載の他、私学の特色ある教育を PR していることがある（以上、安東 2016）。しかし
ながら、これらは短い論文あるいは記事がほとんどで、むしろ、中学や高校の受験雑誌・
商業雑誌（『週刊ダイヤモンド』や『プレジデントファミリー』など）、あるいは商業書籍




















的・客観的に言説の分析を行った。女子大学 70 校と女子大学から共学化した 45 校の HP
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資料収集期間：2015 年 7 月 1 日～ 7 月 31 日
　　（今回の研究では、期間後に返送されてきたものについても調査対象に含めた）
回収率：発　送　215 校（うち近畿地区 190 校、近畿外の女子大学併設 25 校）
　　　　返　送　146 校（うち近畿地区 125 校、近畿外の女子大学併設 21 校）
　　　　回収率　67.4％（うち近畿地区 65.8％、近畿外の女子大学併設 84.0％）
送付依頼をして返送された私立高校 146 校の他、返送されてこなかったが本研究にお
いて収集が必要と考え個別に資料請求をした 12 校（うち、女子大併設 5 校：近畿 4 校と
近畿外 1 校）を合わせた 158 校が調査対象である。本論文については、その中でも私立
女子大学併設高校 35 校（近畿 13 校：近畿地区 8 校＋個別請求 4 校＋武庫川女子大附属









成の 2016 年度版）は 35 部で、建学の精神、教育理念、沿革、カリキュラム、進路状況、
学校生活、校長・教員のメッセージ、卒業生のメッセージ、系列大学などについて掲載さ
れている。これらの学校名は、「資料」として論文末に掲載している。パンフレットのサ








高校の学科構成では、普通科のみが 31 校（88.6％）と 9 割近くを占め、普通科と専門
学科の併設は 4 校（11.4％）であった（表 3）。専門学科のコース名は、「音楽科」2 校
（福岡女学院、華頂女子）、「ファッションテクニクス」（和洋国府台女子）、「ウィステリア
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1 コース 11 31.4
2 コース 12 34.3
3 コース 10 28.6








































そのうち、「メッセージ」に限ってみてみると、校長のメッセージは 35 校中 31 校
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（88.6％）、卒業生のメッセージは 33 校（94.2％）、教員メッセージや教員の授業紹介につ
いては 11 校（31.4％）で掲載されていた（表 5）。
次に、高校パンフレットの総頁数の分類を表 6 に示している。26~30 頁の分量の冊子
が最も多く 22 校、最大は東洋英和女学院と京都光華女子の 42 頁であり、最も少ないも
のはノートルダム清心の 14 頁、全体の平均頁数は 26.7 頁であった。パンフレットの構
成要素が全体の頁数（平均 26.7 頁）に占める構成比率をみていく。「カリキュラム」「学
校生活（クラブ活動を含む）」「進路」については、平均頁数と比率は、多い順に「学校生






15 頁以下 1 2.9
16 ～ 20 頁 3 8.6
21 ～ 25 頁 5 14.3
26 ～ 30 頁 22 62.9
31 ～ 35 頁 1 2.9
36 ～ 40 頁 1 2.9
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系列大学については、程度の差こそあるものの 35 校中 26 校（74.3％）が言及をして
いる一方、全体の 4 分の 1 にあたる 9 校（25.7％）においては紹介がなされていなかっ
た。系列大学への言及で最も多く説明されているのは、内部進学としての「推薦入学」で
あり、20 校（57.1％）が明記している。パンフレットの中で系列大学や短大の紹介を行っ
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ているのは全体の 3 分の 1 にあたる 12 校（34.3％）、さらに詳しく系列大学の就職状況

























ながら、他大学受験、特に難関大学への進学実績を PR するような傾向は、10 年くらい前
から見られるようになったようだ６。
①　内部進学の現状
対象校 35 校のうち、併設・系列大学への進学状況として、2015 年３月卒の卒業生数
と内部進学数が明記されている学校をまとめると、表 11 に示す通り 20 校ある（但し、
聖心女子と大妻中野を除く）。内部進学数をみると、人数が最も多いのは武庫川女子大学
附属高等学校 331 人、京都女子 176 人であり、100 名以上の生徒を内部進学で系列大学
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に送り込んでいるのは 4 校のみである。逆に内部進学数が最も少ないのは神戸海星女子








ともに、別資料『サンデー毎日特別増刊 高校の実力 2015 年度版』から卒業生数を援用
し、それを用いて内部進学者数を逆算した。以上 14 校はパンフレットから内部進学率を
算出できた学校である。表 11 の下から 8 校については、内部進学者数は掲載されていた
表 11　併設（系列）4年制大学への進学状況
学校名 卒業生 内部進学数 内部４大進学率
聖心女子学院高等学校 122 56** 45.9*
共立女子第二高等学校 192 81 42.2
昭和女子大学附属高等学校 246 91 37.0
樟蔭高等学校 291 102 35.1
福岡女学院高等学校 148 51 34.5
跡見学園高等学校 254 60 23.6
大妻中野高等学校 241 42** 17.6*
広島女学院高等学校 219 34 15.5
大妻多摩高等学校 176 21 11.9
実践女子学園高等学校 262 28 10.7
共立女子高等学校 298 31 10.4
東洋英和女学院高等部 185 14 7.6
大阪女学院高等学校 335 17 5.1
神戸海星女子学院高等学校 144 4 2.8
武庫川女子大学附属高等学校 418 331 79.2
安田女子高等学校 237 115 48.5
京都女子高等学校 393 175 44.5
金城学院高等学校 354 92 26.0
東京家政大学附属女子高等学校 333 86 25.8
ノートルダム女学院高等学校 115 24 20.9
大妻高等学校 256 25 9.8
親和女子高等学校 244 21 8.6
* パンフレットに内部進学者数記載はなく、％のみ記載。 ** 卒業生数と内部進学率より算出
注： 大妻中野及び武庫川女子附属以下のパンフレットには卒業生数の記載がなかった。ここに網掛けで記して
いる数字は、『サンデー毎日特別増刊 高校の実力 2015 年度版』記載の 2015 年 3 月卒業生数であり、内部
進学者率もそれに依拠している。ただし、大妻中野はパンフレットに記載の内部進学率を記載している。
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共立女子第二（42.2％）となり 40％台が 4 校、30％台は 3 校（昭和女子大附、樟蔭、福
岡女学院）であった。卒業生の 30％以上が系列大学へ進学する学校は 22 校中 8 校
（36.4％）で 3 分の 1 強に過ぎない。その他、20％台が 4 校、10％台が 5 校、10％未満は
5 校で、30％未満の合計は 14 校（63.6％）にのぼる。神戸海星女子学院は 2.8％、大阪
女学院は 5.1％に過ぎず、ほとんどの生徒は系列校以外の大学へと進学している。













集めることは不可能なので、『サンデー毎日臨時増刊 高校の実力 2005 年版』を使用する
こととする。そこから表 11 に掲載している高校のみを取り上げ、併設大学への進学実数
をまとめたものが表 12 である。ただし、ここに示されている内部進学者の定義は、“ 併
設高校から推薦によって合格した者の数 ” であり、“ 卒業者全体での合格率 ” と定義され
ており、表 11 の実際の併設大学への進学者実数とは異なることに注意する必要がある。
また、サンデー毎日（2005）の解説によると、「最近、内部進学の権利を保持したまま、
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他大学の受験を認める制度を導入する学校が増えてきた」（403 頁）として、共立女子や
昭和女子を例示している。この頃から、併設校への進学を担保して、他大学への受験を認
める学校が増加し始めたようである。以下、表 11 と 12 との数字の性質の違いを踏まえ
ながら、併設大学への内部進学実態の変化を、時系列での比較により明らかにする。
表 11 と比較して気付く点は、比較しうる 19 校中、2005 年の合格率が 2015 年の内部
進学率を 5％以上上回っているのは 11 校（10％以上 7 校）と多いことである。共立女子
や昭和女子など、内部進学を保証したうえで他大学の受験を認める高校がまだそれほどな
かったことを考慮すると、表 12 の合格率は、多くの高校において内部進学率に近い値で
はないかと推察される。さらに、表 11 には掲載していないが、2015 年までに 10 年で 4
校の短期大学が廃止された（昭和女子、跡見、京都女子、樟蔭）、併設短期大学への進学
がごくわずかであったのであるが、2005 年時点では短期大学への合格率も 5％以上が 7
校、10％以上が 3 校ある。4 年制と短大の合格率を合算すると、2015 年との差はさらに
拡大することとなる。
表 12　併設（系列）大学への合格者数および合格率
学校名 卒業生 併設大合格者 併設４大合格率 短大合格率
聖心女子学院高等学校 125 89 71.2
共立女子第二高等学校 204 106 52.0 + 8.3
昭和女子大学附属高等学校 213 99 46.5 + 28.6
樟蔭高等学校 426 174 40.8 + 6.3
福岡女学院高等学校
跡見学園高等学校 274 80 29.2 + 0.7
大妻中野高等学校 268 131 48.9 + 1.9
広島女学院高等学校
大妻多摩高等学校 123 20 16.3 +
実践女子学園高等学校 305 68 22.3 + 2.0
共立女子高等学校 446 189 42.4 + 3.1
東洋英和女学院高等部 193 22 11.4
大阪女学院高等学校 289 15 5.2 + 7.6
神戸海星女子学院高等学校
武庫川女子大学附属高等学校 476 384 80.7 + 10.5
安田女子高等学校 225 90 40.0 + 4.0
京都女子高等学校 419 177 42.2 + 8.4
金城学院高等学校 380 238 62.6
東京家政大学附属女子高等学校 382 151 39.5 + 13.4
ノートルダム女学院高等学校 153 14 9.2
大妻高等学校 266 60 22.6 + 0.4
親和女子高等学校 325 22 6.8
※１　2005 年 3 月卒業生の進学状況
※３　データが掲載されていなかった学校は網掛けで示している
出典：毎日新聞社『サンデー毎日特別増刊 高校の実力 2005 年度版』
※２　進学率ではなく併設校への合格率を示す
+ 印：短大が併設されている学校
D10334_70002134_06安東由則・橋詰啓子.indd   135 2018/08/17   15:58:08
― 136 ― ― 137 ―
さらにもう一つの気付くことは、すでに 2005 年時点で、高校によって大きく併設大学
への比率が異なっているということである。19 校中、10％未満（4 年制のみ）が 3 校、









のは 20 校、そのうち学校長メッセージでの言及が 9 校、教育方針や教育目標としての言




①まず「女性への期待（将来像）」としては、今日、“ 男女共同参画 ”“ 一億総活躍社会 ”
“ 女性活躍推進 ” などの言葉を政府が使用・喧伝し、女性の社会進出が求められ、期待さ
れている現状を背景として「社会で活躍する」「社会進出」「社会に貢献する」などの文言
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率が明らかにされているのは 22 校で、その他の学校では内部進学についての具体的な数
字が示されていない。内部進学率が把握できる高校のみを対象とした場合、卒業生の半数
以上が併設大学に進学する学校は 22 校中 1 校にすぎず、一方で 20％未満が 10 校、30％
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24 名以下 6 27.3
25 ～ 49 名 5 22.7
50 ～ 99 名 7 31.8
100 ～ 149 名 2 9.1








校名 卒業生 内部合格者 内部合格率 校名 卒業生 内部合格者 内部合格率
十文字学園女子 337 22 6.5 共立第二 192 107 55.7
川村学園 92 23 25.0 恵泉女学園 188 11 5.9
聖徳 166 33 19.9 昭和女子 246 161 65.4
取手聖徳女子 122 24 19.7 白百合 177 49 27.7
和洋九段女子 223 6 2.7 実践女子 262 59 22.5
和洋国府台女子 324 50 15.4 札幌聖心 39 14 35.9
跡見学園 254 3 1.2 不二聖心 66 41 62.1
大妻 256 2 0.8 小林聖心 110 21 19.1
大妻多摩 176 0 0.0 清泉女学院 172 9 5.2
大妻中野 241 28 11.6 東京家政 330 81 24.5
大妻嵐山 161 37 23.0 東京家政学院 97 29 29.9
共立 289 109 37.7 東京女子体育 126 9 7.1
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校名 卒業生 内部合格者 内部合格率 校名 卒業生 内部合格者 内部合格率
日本女子 368 301 81.8 ノ トールダム女学院 115 35 30.4
日本女子体育 172 25 14.5 樟蔭 291 87 29.9
鎌倉女子 177 53 29.9 梅花 186 45 24.2
相模女子 320 44 13.8 甲南女子 170 17 10.0
女子美術 183 113 61.7 松陰 185 56 30.3
東洋英和 185 34 18.4 園田学園 172 31 18.0
金城学院 354 176 49.7 武庫川女子 417 331 79.4
椙山女学園 428 280 65.4 清心女子 153 35 22.9
名古屋女子 345 54 15.7 筑紫女学園 437 17 3.9
京都女子 393 145 36.9 ※ 卒業生数は 2015 年 3 月卒業生
出典：毎日新聞社　2015、『高校の実力完全版（サンデー毎日特別増刊 2015 年度版  大学入試全記録）』
９）大阪女学院の場合、併設大学としては長らく短期大学のみであり、4 年制が創設されたのは
2004 年。東洋英和も同様で、4 年制の設立は 1989 年であった。高校と大学の連携の変化の例
では大妻を挙げることができる。大妻高等学校の場合、1991 年の併設４年制への進学者率は
28.8％、同短大が 37.3％で、両者合計で 66.1％であった。それが、1993 年から内部推薦の大
幅な見直しが図られたため、他大学への進学へと大きく舵を切ることになり、2001 年の併設












毎日新聞社 2005，『サンデー毎日特別増刊 高校の実力 2005 年度版大学入試全記録』毎日新聞社
毎日新聞社 2015，『サンデー毎日特別増刊 高校の実力 2015 年度版大学入試全記録』毎日新聞社
増田稔・安東由則 2017，「大妻中学・高等学校についてのインタビュー：学校改革の取り組みを中
心に」『研究レポート』（武庫川女子大学教育研究所）47 号，pp.101-125.
森山由紀子 2005，「女子大学 HP 学長メッセージに見る、女子大学とジェンダー」『総合文化研究
所紀要』（同志社女子大学）22 号，pp.5-15.
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※　執筆分担について：執筆については安東が “ はじめに ” 及び 1 節、2 節、4 節を担当し、橋詰
が 3 節（但し「4）系列大への内部進学率」は安東）の執筆を担当した。橋詰が執筆した部分
については、安東が執筆責任者として加筆・修正を加えた部分がある。
※※ネット資料については、2018 年 2 月 28 日と 3 月 1 日に全て所在の確認を行った。
付記　本研究は、武庫川女子大学より助成を受けた特別研究「私立中学・高等学校の動向とサバイ
バル戦略」（2015 年度から継続）の成果の一部である。
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